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von meinem Fleisch）。（略）それで人はその父と母を離れて、妻と結び合い、一体（ein 







（Fleisch）にすぎないのだ。」 創世記 6.3 
 
神がもしその霊（Geist）をご自分に取りあつめられるならば、すべての肉（Fleisch）は





下さった。すなわち、御子を、罪の肉の様（Gestalt des sündlichen Fleisches）で罪のため
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肉のからだ（ein natürlicher Leib）でまかれ、霊のからだ（ein geistlicher Leib）によみ
がえるのである。肉のからだがあるのだから、霊のからだもあるわけである。 
 同上 15.44 
 
ルター訳を元にしたドイツ語訳聖書のコリント人への第一の手紙では、パウロの言う「身体」
は、同じページであるにもかかわらず、Körper と Leib と二つの言葉が並列的に用いられてい
る。残念ながら聖書の全体を網羅して調べたわけではないのだが、ルター訳の聖書に出てくる
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 コリント人への第一の手紙 10.16-19  
 
自分のからだ（Leib）は、神から受けて自分の内に宿っている聖霊の宮で（ein Tempel des 
Geistes）あって、あなたがたはもはや自分自身のものではないのである。（略）それだから、
自分のからだ（Leibe）をもって、神の栄光をあらわしなさい。 
















でに 1990 年代以降のドイツ語圏演劇を語るための伝説のひとつともなっている。8 伝説を補
強するのが、シュヴァープの舞台に触れた多くの観客や演劇人の批評や感想である。特に 2008
年に出版された Werner Schwab. 1989-1991. Vom unbekannten Dichter zum anerkannten 
Dramatiker は、9 その副タイトルが示すように、まだ無名時代からのシュヴァープを身近に知
る写真家 Bernd Höfer による回想オマージュである。1989 年 4 月 22 日にグラーツのディスコ






1990 年 1 月にウィーンで上演されたシュヴァープの初の本格的な作品『かぐわしきかな天
国』10 の初演評は、主にその内容的な側面のみを見て、「女性蔑視」「人間嫌悪」「失敗したファ
ルス」と、必ずしもまだ積極的な評価ばかりではなかったのだが、11 翌 1991 年の第二作目の
『重すぎる、くだらない：無形式』では、宣伝ポスターとして示された台詞が、Wir sind in die 
Welt gevögelt, und können nicht fliegen.（俺らは鳥みたいに乳繰り合って生まれたのに、誰
も飛べない。）で、動詞 vögeln の意味を原義の名詞「鳥（Vogel）」へと意味を迂回的にずらす
ことに注目し、「ホルヴァート的教養語ジャルゴン」「言葉のゴミ」との批評がテアターホイテ





ンの Droschl 社から出版された。五年後にはすでに四版を出している。14 
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れた、それほどに力強いテクストだった。15 
 








トルで、『命あるものは命無いもの、そして音楽、またの名を死体作品（Das Lebendige ist das 
Leblose und die Musik alias Ein Kadaverstück）』で、これを「音響言語作品のテクストと音































































ねた頭韻による子音連続（Konsonanz）、26 そして同じふたつの幹母音 ei と同じ語尾-e と、母












Wem gehört die Sprache? 
Die Sprache gehört dem Dreck! 
DER DRECK HAT DIE SPRACHE ERFUNDEN, als die Schönheit ungeschützt einen 



























































Die Sprache, die die Präsidentinnen erzeugen, sind sie selber. Sich selber erzeugen 
(verdeutlichen) ist Arbeit, darum ist alles an sich Widerstand.  Das sollte im Stück als 





















であり、テクスト上では Scheiße, Scheißedreck, scheißen, Stuhl, Jauche と並ぶ。さらに「便






MARIEDL: Ich habe keine Angst vor den unteren Wörtern und auch nicht vor einem 
echten Stuhl.  Weil was ist es schon, wenn einer nicht weiß was es ist? Weich ist es 
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的に同等視されて、Jesus = Jauche となるわけで、シュヴァープの倒錯的冒涜がよく見える個
所であるが、実は引用した真ん中の文章は、厳密に言えば、よくわからない奇妙な文章である。 
Weil と理由を示すはずの接続詞を出しながら、それと関わらずに「それが何なの？（Was ist 
es schon?）」と間投文的に挿入し、その同じ文章を副文に変奏して繰り返し、それを「人が知






感は、声に出されることで初めて体感することができる質のもので、次の文章（Weich ist es und 










という名前は、ドイツ語の Ernst（まじめ、本気、真剣）をラテン語化した Ernestus の女性





Erna: Ich habe ja auch oft einen großen festen Stuhl, weil sich der Stuhl wegen der 












Mariedl: Und die Menschen trinken viel von dem guten Bier und essen das gute Fleisch, 
und da bekommt ein jeder einen Drang, einen fürchtelichen Drang, weil die Lebensmittel 
heraus wollen aus dem menschlichen Körper, wenn die Nahrhaftigkeiten herausverdaut 





















Sorgfältig schneiden sie ihr den ganzen Hals durch. Erna ist gleich mit Eimer und 
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Ich brauche das massenhafte Brotgefühl in meinem Körper. Brot ist von Natur aus heilig, 
man muß es bergen als eine Kostbarkeit. Brot und Wurst…großartig, der Leib des Herrn 
und das Fleisch der Erde. Brot ist für den Menschen allerdings gesünder als eine Wurst.  
― 36 ― 































わち「糞」は「肉」の Körper 的側面のみならず、Leib 的側面をも明らかにするのである。 
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ゴム手袋という媒介無しで、糞の詰まった便器に手を突っ込む信心深いマリードゥルの直接
性は、主観的には救済の自己確認であるが、客観的には汚物まみれのみじめな姿でしかない。40





































自分たちだけの言動（eine Weltfremdheit im Menschenausdruck）。ああいう人間は、きっ
























的方向である。他方、Leiche は中世ドイツ語の lich、古ドイツ語の lih とさかのぼることがで
















をしたんだ。（Was haben wir nur aus uns und mit diesen Menschen getan.）」と始まるのだ
が、nur aus uns und という奇妙な挿入部分を交えた反省の言葉は、すぐに「ぼくらは人間性
に対して犯罪を犯した、ぼくらはぼくらのぼくら性に対して犯罪を犯した。（Wir haben uns an 
der Menschlichkeit vergangen, wir haben uns an unserer Unshaftigkeit vergangen.）」と続
く。第一に「ぼくら（Wir, uns）」という共同主観の代名詞の不自然な多用、第二に「人間性
（Menschlichkeit）」という抽象名詞による一般化、第三に「ぼくら性（Unshaftigkeit）」とい
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ヘルタ：くだらない。重すぎるのよ、くだらない、あんたたちの国なんか全部ひどく不格




だってことを思い出させるんだから。（weil ein jedes abartige Schöne daran eine 




いかってことを、だって永遠のこぶしの下で肉がすべり落ちるのだから。（wie ein Fleisch 
einen Knochen zurücklassen muß, weil es herunterrutscht unter der ewigen Faust.） 









この引用の冒頭で、タイトルとなっている三つの言葉 ÜBERGEWICHT, unwichtig: 
UNFORM が初めてセットで出てくる。まずは「あんたたちの国の全部（euer ganzes Land）」
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